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               審   査   の   要   旨 
 
本論文が研究対象としたステップ地域は、ユーラシア大陸を東西8000kmにわたって広がる広大な草原地帯
であり、2000年以上前から遊牧民により持続的に利用されてきた。しかし、近年、耕作地化や過放牧によっ
て、生態系の退行が危惧されており、退行を防ぐための措置が取られている。本論文は、このようなステッ
プ地域において、耕作放棄後、放牧放棄後ならびに休牧後の植生と土壌の回復過程を明らかにしたものであ
る。本論文が高く評価される点は、まず、植生と土壌の回復過程に関する知見の集積に貢献したこと、特に、
これまで定量的な研究事例がほとんどなかったカザフスタンにおいて、耕作放棄後と放牧放棄後の植生と土
壌の回復過程を明らかにしたことが挙げられる。次に挙げられるのは、草原回復の最大の阻害要因とされて
いる土壌侵食について、放射性同位体の137Csを用いて定量的に評価し、植生回復や土壌の諸性質との関係を
明らかにできたことにある。また、植生と土壌の相互関係を考える上で重要な土壌微生物群集について、そ
の解析を試みた点も今後の研究の発展に寄与するものとして評価できる。さらに、多岐に渡るデータを元に、
適切な草原の利用様式についての提言を行っている。以上のように、本研究は、乾燥地生態系の持続的利用
の実現を目指した、植生学的、生態学的基礎研究として高く評価できる。 
平成26年１月23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
